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10万円で　
アートを買おう！

美
術
品
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
楽
し
さ
を
ひ
と
り
で
も
多
く
の
人
に
体
験
し
て
欲
し
い
。

そ
ん
な
願
い
を
こ
め
て
編
集
部
員
イ
チ
オ
シ
の
ア
ー
ト
作
品
を
誌
上
販
売
し
ま
す
。

良
質
な
作
品
に
触
れ
、
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
作
家
の
思
い
に
共
感
し
た
と
き
が

作
品
購
入
の
最
良
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。

紹
介
す
る
の
は
将
来
性
あ
る
20
歳
〜
30
歳
代
の
作
家
の

新
作
・
近
作
で
10
万
円
台
が
中
心
。

お
手
頃
価
格
と
は
い
え
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
最
適
の
評
価
の
高
い
作
品
ば
か
り
。

購
入
い
た
だ
い
た
作
品
に
は

作
家
か
ら
購
入
者
に
宛
て
た
お
手
紙
を
添
え
て
お
届
け
し
ま
す
。

ビ
ギ
ナ
ー
に
は
人
生
は
じ
め
て
の
一
点
を
、

常
連
に
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
新
た
な
ペ
ー
ジ
を
。

是
非
こ
の
機
会
を
お
見
逃
し
な
く
！

推薦者・Ｗ じんわり系が好きな40歳代男性
推薦者・Ｓ 工芸から現代まで守備範囲の広い40歳代男性
推薦者・Ｎ アジアの美術市場に精通する40歳代男性
推薦者・Ｔ 本とアートが大好物20歳代女性
推薦者・Ｉ 新人作家の応援団長20歳代男性

※
掲
載
作
品
は
す
べ
て
購
入
い
た
だ
け
ま
す
。
価
格
は
消
費
税
込
で
す
。

　
67
ペ
ー
ジ
の
申
込
要
項
を
参
照
の
う
え
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申込いただいた作品は、各作家の
グリーティングレター（御礼状）とともに
お届けします。お楽しみに。

1707_hanpu-tobira.indd   すべてのページ 17/06/09   14:13
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を
問
わ
ず
、
万
人
に
美
し
い
と
感
じ
て
も

ら
え
る
絵
を
描
き
た
い
」
と
語
る
画
家
。

そ
れ
が
一
番
険
し
い
道
の
よ
う
に
も
思
う

が
、
瑞
々
し
く
モ
デ
ル
を
捉
え
る
視
点
と
、

微
妙
な
陰
影
や
空
気
感
ま
で
も
描
き
出
す

技
術
は
説
得
力
十
分
。
テ
ン
ペ
ラ
の
研
究

で
博
士
号
を
取
得
し
て
い
る
秀
才
で
も
あ

る
。                               

（
推
薦
者
・
Ｉ
）

　
わ
ず
か
Ｄ
M
１
枚
の
持
ち
込
み
か
ら
、

宇
都
宮
の
老
舗
・
西
邑
画
廊
で
の
個
展
を

実
現
さ
せ
た
写
実
期
待
の
若
手
。
今
年
３

月
の
同
展
は
ほ
ぼ
完
売
の
盛
況
ぶ
り
。
ま

さ
に
飛
ぶ
鳥
を
落
と
す
勢
い
で
人
気
と
評

価
を
高
め
る
。

　
と
も
す
れ
ば
男
性
目
線
に
な
り
が
ち
な

写
実
の
女
性
像
に
あ
っ
て
、「
老
若
男
女

潮
田
和
也人

気
急
上
昇
！

命
宿
る
女
性
像

「清潔感」と「清らかさ」をテーマに、普遍的な
美しさをもつ少女像を目指しました。油彩とテンペ
ラの併用で可能になった透けるような肌の質感は、
流行のエアスプレーでは出せない、手わざならでは
のものだと思います。図像の美しさにくわえ、油絵
本来の瑞 し々い魅力も感じていただければ嬉しいで
す。（潮田）

1983年栃木県生まれ。2013年第1回ホキ美術
館大賞展入選（同16年第2回）。14年第5回牛
久ビエンナーレ入選。15年文星芸術大学大学
院博士後期課程油修了（博士号取得）。16年
美術新人賞デビュー入選（同17年）。
▶7月11日（火）～ 17日（月）、そごう大宮店
美術画廊にて個展

00《小春》226,800円（額付）
2017年制作　41×31.8cm（6F）　油彩、練り込みOGテンペラ　

話
題
の
書
籍
『
美
人
画
づ
く
し
』
の
出

版
を
記
念
し
た
今
年
５
月
の
グ
ル
ー
プ
展

（
丸
善
日
本
橋
店
）
で
も
大
人
気
。
ま
た

４
月
の
ヤ
ン
グ
ア
ー
ト
台
北（
台
北
・
シ
ェ

ト
ラ
ン
ホ
テ
ル
）
で
も
話
題
を
呼
ん
だ
美

人
画
の
新
鋭
。
と
も
す
れ
ば
重
く
な
り
が

ち
な
人
間
の
情
念
や
苦
悩
を
、
涼
や
か
に
、

し
か
し
深
み
あ
る
表
現
で
描
く
。
様
式
化

さ
れ
な
い
普
遍
的
な
女
性
美
を
追
求
す
る

ぶ
れ
な
い
姿
勢
に
さ
ら
な
る
飛
躍
の
期
待

大
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
推
薦
者
・
Ｉ
）

顧
洛
水

普
遍
的
な
女
性
美
が

国
内
外
で
人
気

現在周りの友人を
モデルとして、作品
を制作しています
が、作品中の人物
や背景などはほとん
ど想像によるもので
す。（顧）

写実的な顔、体の形から脱
出し、自身の情念や熱意を
作品に入れ込み、観る人の
心を揺り動かす作品をつくる
ことを志しています。（顧）

こ・らくすい
1986年中国洛陽生まれ。2016年京都造形芸
術大学大学院博士課程修了。15、16年個展（神
戸・川田画廊）。現在、京都造形芸術大学通
信教育部水墨研究室非常勤講師。
▶8月25日（金）～ 9月9日（土）、銀座・
REIJINSHA GALLERY「60の顔(前編)」出品

00《When I think about you》64,800円（額なし）
2017年制作　33.3×24.2cm（4F）　高知麻紙、岩絵具、墨、鹿膠、顔彩

00《夢・蝶Ⅲ》
64,800円（額なし）
2017年制作　33.3×24.2cm（4F）　
高知麻紙、岩絵具、墨、鹿膠、金泥、顔彩
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モ
ノ
ト
ー
ン
の
無
機
質
な
空
間
に
現
代

女
性
を
描
き
、
日
本
画
と
は
思
え
な
い

シ
ャ
ー
プ
な
世
界
を
構
築
。
２
０
１
４
年

F
A
C
E
展
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
以
降
、

数
々
の
賞
に
輝
い
た
人
気
と
実
力
を
兼
ね

る
一
人
だ
。
以
前
は
無
感
動
や
無
反
応
と

い
っ
た
現
代
人
の
マ
イ
ナ
ス
面
を
想
起
さ

せ
た
が
、
近
年
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
無
機
的

な
環
境
に
生
き
る
現
代
人
の
幸
福
が
象
徴

的
に
表
さ
れ
る
。
白
を
基
調
と
し
た
新
作

に
は
、
現
代
社
会
の
黒
い
闇
を
見
据
え
る

こ
と
で
未
来
の
光
へ
と
転
化
し
た
希
望
の

輝
き
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。（
推
薦
者
・
Ｎ
）

 

「
自
身
の
飼
育
し
て
い
る
魚
た
ち
を
モ

チ
ー
フ
に
、
現
代
に
お
け
る
人
と
生
物
と

の
距
離
感
、
生
命
の
美
し
さ
や
不
気
味
さ

を
抽
出
で
き
れ
ば
」
と
本
人
は
い
た
っ
て

真
面
目
だ
が
、
美
し
さ
や
不
気
味
さ
よ
り

も
、
む
し
ろ
絵
か
ら
伝
わ
る
「
飄
々
と
し

た
」
感
じ
に
惹
か
れ
て
い
る
。
応
挙
、芦
雪
、

川
島
優

阿
部
観
水

闇
の
黒
か
ら
光
の
白
へ

若
手
実
力
派
の
最
新
の
一
点

飄
々
と
ス
イ
ス
イ
と
…

日
本
画
の
ア
ク
ア
リ
ウ
ム

《Recipient》は、日本語で受容者を
意味する用語。何かの出来事に立ち合
い、影響を受ける事で、変化していく
人間存在を絵画表現することを試みて
います。今作品に限った話ではありませ
んが、ここ2年間の創作からエネルギー
のアルゴリズムを強く感じるようになりま
した。又、情報過多な現代社会を生き
る事で、日々変化していく我々には、自
己を保ちつつも、自己を更新し続けると
いった生きようとする意志があると考え
ます。そのような、今日の変化生成を
より現実的な出来事であり、痕跡とし
て絵画に託すべく、この Recipientシ
リーズを描いています。（川島）

描いたのは鯰の幼魚です。食欲旺盛な
彼らは、常に動き回り、餌のメダカを食
べることしか頭にありません。（阿部）昔の中国絵画に、花鳥と並ぶ自然観照の

画題「魚藻」があります。魚と藻だけで、
十分鑑賞に堪えうる作品ができると思い
制作した一枚です。魚はアフリカの古代
魚、ポリプテレス・セネガルスです。（阿部）

かわしま・ゆう
1988年静岡県生まれ。2012年再興
97回院展初入選。14年損保ジャパン
FACE展2014グランプリ。第6回トリ
エンナーレ豊橋星野眞吾賞展優秀賞。
再興第99回院展奨励賞。15年愛知県
立芸術大学修了制作展優秀作品賞。
日本美術院院友。
▶11月、Whitestone gallery 香港に
て個展予定

あべ・かんすい
1988年神奈川県出身。2012年武蔵野美術大学
日本画学科卒業。個展（コート・ギャラリー国
立、アートスペース羅針盤、ガレリア青猫）。グルー
プ展（靖山画廊、成城さくらさくギャラリー、ギャ
ラリー和田）。
▶7月10日（月）～ 15日（土）、京橋・アートス
ペース羅針盤にて「阿部観水・松岡学 二人展」

01《Recipient  epsilon ver.》86,400円（額付）
2017年制作　17.9×13.9cm（0F）　パネルに麻紙、墨、岩絵具、箔

02《メダカ捕食図》135,000円（額付）
2016年制作　33.3×45.5cm（8P）　紙本彩色

03《魚藻図》110,000円（額付）
2017年制作　31.8×41cm（6F）　絹本彩色

神
坂
雪
佳
あ
た
り
は
生
き
て
い
れ
ば
捨
て
お

か
な
い
の
で
は
な
い
か
。

 

「
日
本
画
の
ア
ク
ア
リ
ウ
ム
」
と
で
も
形
容

し
た
く
な
る
絵
に
は
、
小
さ
く
て
も
、
無
限

を
感
じ
さ
せ
る
「
宇
宙
」
が
あ
る
。

（
推
薦
者
・
Ｗ
）

未来を買おう！

最新世代のアート

特集
10万円でアートを買おう

若さと新しい感覚を武器に、
20歳代でブレイクを果たし
た新世代の才能たち。
これから画家としてのキャリ
アを積ねていく彼らの、夢の
詰まった作品を是非手元に。
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樹
木
や
虫
、
鳥
と
い
っ
た
モ
チ
ー
フ
を

高
密
度
に
凝
縮
し
た
版
画
で
、
生
と
死
を

繰
り
返
し
過
去
と
未
来
を
通
じ
て
生
じ
る

「
命
の
繋
が
り
」
を
一
貫
し
て
表
現
。
画

廊
街
で
の
人
気
に
留
ま
ら
ず
、
昨
年
は
愛

媛
県
今
治
市
の
玉
川
近
代
美
術
館
で
、
企

画
展
「
山
田
彩
加
─
命
の
繋
が
り
」
を
開

催
し
、
さ
ら
に
評
価
を
高
め
た
。
現
実
の

風
景
か
ら
時
空
を
超
え
た
イ
メ
ー
ジ
へ
と

飛
翔
す
る
、
こ
れ
ほ
ど
ス
ケ
ー
ル
の
大
き

く
深
い
作
品
は
ほ
か
に
な
い
。（

推
薦
者
・
Ｎ
）

山
田
彩
加

命
の
繋
が
り
に

肉
薄
す
る

高
密
度
絵
画

大木を伴った島が海の真中に浮かぶシーンをイメージし、月・ガジュマル・珊瑚
礁・女性像・（始まりを表す）本・植物等をモチーフに用いました。生と死を通
じて、個体は万物と連帯します。その反面、強い孤独感を孕んでいると感じられ
ます。寂しげに浮かぶ月が、現世との別れ（孤独感）を象徴化するようです。（山田）

沖縄県にある渡具地海岸は、
昔からの面影が残る豊かな自
然と共に、ターコイズブルー
の美しい海が広がっています。
沖縄の海岸風景・磯の香り・
細波の音は、遠い故郷の瀬
戸内海を想起させ、清純で
広大な海を見ていると、生命
の起源を連想すると共に、過
去から未来を通じてこの世で
生じる全ての事が、海へ浸透
して消えていくように感じられ
ます。（山田）

やまだ・あやか
東京藝大大学院博士課程。2011
～ 12年パリ国立美術学校交換留
学。15年南島原市セミナリヨ現代
版画展《渡辺千尋賞（準大賞）》、
個展「山田彩加-命の繋がり」（今
治市玉川近代美術館）。
▶7月15日（土）～ 30日（日）、京
都・アートゾーン神楽岡にて個展

24《弧月への誘い》　120,000円（額付）
2016年制作　98×78.5cm　リトグラフ　ed.30

25《奇跡の海 – dessin Ⅱ》
47,000円　（額付）
2015年制作　40×29cm　リトグラフ　ed.20

　
鹿
沼
市
立
川
上
澄
生
美
術
館
木
版
画
大

賞
、
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｅ
展
グ
ラ
ン
プ
リ
な
ど
受
賞

を
重
ね
、
い
ま
最
も
注
目
を
集
め
る
遠
藤

美
香
さ
ん
。
目
を
見
張
る
細
か
な
技
術
と

大
胆
な
構
図
は
、
何
度
見
て
も
圧
巻
。

 

“
単
純
明
快
”
な
技
法
に
惹
か
れ
選
択
し

た
と
い
う
木
版
画
は
、
一
貫
し
て
墨
一
色
。 

 

「
多
色
摺
り
は
、
細
か
な
采
配
が
必
要
に

な
り
、
性
分
に
合
わ
な
い
」
と
語
る
。
遠

藤
さ
ん
の
作
品
に
は
、
揺
る
ぎ
な
い
制
作

へ
の
信
念
が
宿
っ
て
い
る
。
来
年
１
月
に

は
新
作
を
中
心
と
し
た
個
展
を
開
催
予
定
。

突
き
進
ん
で
行
っ
て
ほ
し
い
！（

推
薦
者
・
Ｔ
）

遠
藤
美
香

Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｅ
展
２
０
１
６

グ
ラ
ン
プ
リ
作
品

再
び
登
場
！

FACE展の授賞式の帰り道、
「賞をとった人ですよね」と
私を呼んだ女の子は、自分は
私鉄で帰るそうだが、わざわ
ざ JRの駅まで送ってくれた。
《水仙》は、授賞式の夜とそ
の女の子を私に思い起こさせ
ます。（遠藤）

最初から最後まで迷
うことなく完成させた
作品です。出来上が
りも満足しています。
（遠藤） 

えんどう・みか
1984年静岡県生まれ。2007年日本大
学芸術学部卒業。09年愛知県立芸術
大学大学院修了。14年鹿沼市立川上
澄生美術館木版画大賞展大賞、15年
FACE展2016グランプリなど受賞多数。
▶2018年1月11日（木）～ 2月3日（土）、
銀座・ギャラリーなつかにて個展

27《水仙》162,000円（シートのみ）
2015年制作　182×91.5cm（画面寸法）、190×100cm（紙寸法）　
和紙、墨、木版　

26《芝生》
64,800円（シートのみ）
2013年制作　91×128cm（画面寸法）、105×128cm（紙寸法）　和紙、墨、木版
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２
月
号
特
集
「『
超
・
立
体
ア
ー
ト
』

と
し
て
の
最
新
工
芸
」
を
進
行
す
る
中
で
、

工
芸
評
論
家
の
外
舘
和
子
氏
が
「
金
工
な

ら
こ
の
作
家
も
注
目
で
す
」
と
挙
げ
て
い

た
の
が
藤
田
有
紀
。
鍛
金
技
法
で
生
み
出

さ
れ
る
キ
ュ
ー
ト
＆
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
で
、

ど
こ
か
懐
か
し
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
。

彼
ら
を
見
て
い
る
と
、
つ
い
つ
い
子
ど
も

の
頃
の
よ
う
に
、
浪
漫
冒
険
活
劇
を
空
想

せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
そ
ん
な
藤
田
作

品
は
、
個
展
や
フ
ェ
ア
で
常
に
赤
丸
ラ
ッ

シ
ュ
。「
明
治
金
工
系
の
超
絶
技
巧
だ
け

で
は
な
い
、
お
お
ら
か
で
夢
の
あ
る
表
現

も
大
事
で
す
」
と
話
す
外
舘
氏
と
同
様
に
、

多
く
の
コ
レ
ク
タ
ー
も
ま
た
そ
の
ワ
ク
ワ

ク
、
ド
キ
ド
キ
に
魅
せ
ら
れ
て
い
る
の
で

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
推
薦
者
・
Ｓ
）

藤
田
有
紀

金
工
の
魅
力
は
「
超
絶
技
巧
」
だ
け
じ
ゃ
な
い

い
ざ
、
ワ
ク
ワ
ク
と
ド
キ
ド
キ
の
冒
険
世
界
へ
!!

空で暮らして飛んでいるうちに、いつしか空の色が体に
染みついてしまった小さなドラゴンです。こだわりのきら
きらおめめもポイントです。（藤田）

ふじた・ゆうき
1986年愛知県生まれ。2013年金沢美術工芸大学工
芸科修士課程修了。16年金沢卯辰山工芸工房修了。
12年GEISAI♯17審査員賞（富野由悠季賞）、13年
世界工芸コンペティション・金沢審査員特別賞ほか、
受賞多数。14年以降毎年あべのハルカス近鉄本店に
て個展開催、ほかグループ展、アートフェア出品多数。
▶8月22日（火）～ 9月17日（日）、金沢・山ノ上ギャ
ラリーにて個展

73《HEROES-武将ウサギマン-》
118,800円（紙箱付）
2017年制作　18×14×高さ22cm　銅、真鍮

74《空色ドラゴン》86,400円（紙箱付）
2017年制作　14×16×高さ15cm　銅、真鍮

　
ユ
ニ
ー
ク
か
つ
精
緻
な
極
小
彫
刻
と
し

て
世
界
的
に
人
気
の
「
根
付
」。
そ
の
活

況
を
受
け
、
多
く
の
若
手
作
家
が
新
感
覚

の
作
品
制
作
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た

昨
今
、
中
で
も
象
徴
的
な
存
在
と
し
て
人

気
を
博
す
の
が
永
島
信
也
だ
。
ア
ニ
メ
や

ゲ
ー
ム
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
な
ど
の
エ
ッ
セ
ン

ス
を
色
濃
く
反
映
し
た
そ
の
作
品
は
、
あ

る
意
味
で
「
根
付
」
本
来
の
魅
力
で
あ
る

鋭
敏
な
時
代
感
覚
や
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い

遊
び
心
を
現
代
的
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
た

も
の
。
最
近
で
は
「
美
少
女
の
美
術
史
」、

「
再
発
見
！
ニ
ッ
ポ
ン
の
立
体
」
な
ど
の

美
術
館
企
画
で
過
去
の
マ
ス
タ
ー
ピ
ー
ス

と
と
も
に
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、
美
術
史
的

な
観
点
か
ら
も
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

（
推
薦
者
・
Ｓ
）

永
島
信
也

美
術
史
的
観
点
か
ら
も
注
目
！

「
根
付
」
新
世
紀
の
申
し
子

ながしま・しんや
1986年島根県生まれ。2010年京都造形
芸術大学卒業。10～ 17年Gallery花影抄
（東京／根津）で毎年個展を開催。14
年「美少女の美術史」（青森県立美術館
ほか）、 2016年「再発見！ニッポンの立体」
（群馬県立館林美術館ほか）に出品。 
16年BSフジ「ブレイク前夜」出演。
▶7月30日（日）、幕張メッセ・「ワンダーフェ
スティバル2017」出品

75《粗御魂（アラミタマ）～玲～》216,000円（桐箱付）
2017年制作　3.8×3.1×高さ5.7cm　洋黄楊、鼈甲、岩絵具

76《唐獅子》162,000円（桐箱付）
2017年制作　5.4×2.9×高さ2.5cm　イスの木、べっ甲

たてがみの彫りの細かさにも注目

幻獣と言っても様々な表現が
ありますが、その中で自分ら
しさを出せるように考えていま
す。古来からの王道的なデザ
インの中に現代のゲームのモ
ンスターなどの要素をうまく取
り入れられるように意識してい
ます。（永島）

撮
影
：
安
達
康
介

「根付」といえば緻密
な彫刻のものが多い中
で、このシリーズでは
あえて木彫ならではの
彫りの勢いと荒々しさ
を活かしています。そ
の中で、特に顔をしっ
かりと彫り込むことで、
自分らしさと新しさを
意識した作品となりま
した。（永島）

紐
ひも

穴
あな

は背面に

昔大切にしていたうさぎの
人形がいつか友達になって
助けてくれる――心の中に
思い描いていたそんな憧れ
のヒーローを、「ウサギマン」
というキャラクターとして制
作しています。子どもの頃
は、誰にもそういう憧れの
ヒーローがいたと思います。
そんな気持ちを思い出す存
在になれますように。（藤田）

刀は持ちかえられます
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大
げ
さ
に
言
え
ば
、
自
然
を
掴
み
た
い
、

存
在
の
神
秘
に
肉
薄
し
た
い
と
い
う
思
い
。

濃
密
な
時
間
の
流
れ
る
作
品
と
の
出
会
い

に
素
直
に
喜
ん
だ
。
重
厚
な
絵
画
世
界
に

魅
か
れ
る
人
に
、
こ
の
作
品
を
薦
め
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　（
推
薦
者
・
Ｎ
）

　
は
じ
め
個
展
会
場
で
作
品
に
接
し
た
と

き
に
は
、
鉛
筆
か
木
炭
で
描
い
た
も
の
か

と
思
っ
た
。
そ
れ
が
キ
ャ
ン
バ
ス
に
油
彩

で
描
か
れ
て
い
る
と
聞
き
、
限
ら
れ
た
色

彩
に
よ
っ
て
モ
チ
ー
フ
の
実
像
を
描
き
出

そ
う
と
い
う
画
家
の
強
い
意
思
を
感
じ
た
。

濱 
圭

重
厚
か
つ
濃
密

存
在
の
神
秘
に
触
れ
る

卓上や箱の中に木炭、より正確
には炭化した果物などを配置し
て、極力コントラストを抑えて非
常に細い筆で線を重ねて描いた
のがこの 2作品です。世阿弥の
能が最小限の所作で最大限の
動作を表すように、画中の物で
宇宙の広がりを魅せられないか。
それには言語や知覚に頼らず自
分の本能を意識して、自然界が
発する声や波長を聞き取ること。
画中の物との対話をつうじて、
宇宙の広がりまで感じて頂けた
ら嬉しいです。（濱）

はま・けい
1984年春陽展初出品。90年創形美術
学校卒業。2001年春陽会会員推挙。
02年春陽展安田火災美術財団奨励賞。
03年春陽展中川一政賞。

69《Charcoal》167,400円（額付）
2016年制作　40.9×31.8cm（6F）　キャンバス・油彩

70《暗箱》100,440円（額付）
2016年制作　22×27.3cm（3F）　キャンバス・油彩

撮
影
：
安
達
康
介

次世代作家のため値段は低め。

般
的
だ
が
、
ホ
テ
ル
と
い
う
不
特
定
の
人

た
ち
が
往
来
す
る
開
か
れ
た
場
所
で
の
展

示
は
大
き
な
反
響
を
も
た
ら
し
た
。
国
際

会
議
場
が
隣
接
す
る
ホ
テ
ル
だ
け
あ
っ
て
、

海
外
の
要
人
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
な
ど
が
絶

え
ず
往
き
来
し
、
ふ
ら
り
と
立
ち
寄
っ
て

作
品
に
目
を
留
め
て
い
く
こ
と
も
し
ば
し

ば
。
好
評
を
う
け
２
月
ま
で
の
会
期
を
４

月
ま
で
延
長
し
点
数
を
絞
り
、
２
階
レ
ス

ト
ラ
ン
と
30
階
の
ス
ペ
ー
ス
に
も
展
示
し
た
。

　
受
賞
作
品
は
会
場
で
販
売
。
す
る
と
才

能
へ
の
共
感
と
応
援
す
る
熱
意
、
そ
し
て

　
横
浜
の
有
名
ホ
テ
ル
、
ヨ
コ
ハ
マ
グ
ラ
ン

ド
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
の
ロ

ビ
ー
を
今
年
１
月
20
日
、
50
号
か
ら

１
０
０
号
の
大
作
絵
画
55
点
が
埋
め
尽
く

し
た
。
野
心
的
な
写
実
画
系
の
洋
画
や
迫

真
の
人
物
画
、
伝
統
的
な
日
本
画
な
ど
さ

ま
ざ
ま
。
実
は
こ
れ
、
銀
座
の
永
井
画
廊

が
主
催
す
る
公
募
「
日
本
の
絵
画
」
の

３
７
１
点
の
応
募
作
品
か
ら
厳
選
さ
れ
た

受
賞
作
品
展
。

　
コ
ン
ク
ー
ル
の
受
賞
作
品
展
と
い
う
と

美
術
館
や
画
廊
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
一

ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
で
才
能
発
掘
！

公
募「
日
本
の
絵
画
」入
賞
・
入
選
者
展

PART.5

ビギナーに最適！
アートが買えるお手軽スポット

今年1月～ 4月に開催された公募「日本の絵画」
入賞・入選者展
（ヨコハマ グランド インターコンチネンタル ホテル・ロビー）

100号までの大作がズラリ

大
作
で
も
10
万
円
台
か
ら
30
万
円
ま
で
の

買
い
や
す
い
価
格
帯
だ
っ
た
こ
と
で
複
数

の
商
談
が
成
立
。
主
催
者
の
永
井
龍
之
介

氏
（
永
井
画
廊
代
表
）
は
、「
医
療
系
学
会

の
出
席
者
な
ど
、
普
段
ア
ー
ト
と
接
点
の

な
い
方
た
ち
が
購
入
者
。
こ
の
ホ
テ
ル
だ

か
ら
こ
そ
ア
ー
ト
と
出
会
う
チ
ャ
ン
ス
を

作
れ
た
」
と
喜
ぶ
。

　
ア
ー
ト
フ
ェ
ア
と
は
別
の
形
で
、
出
会

い
の
場
と
し
て
の
ホ
テ
ル
の
可
能
性
を

ア
ー
ト
に
開
い
た
画
期
的
な
受
賞
者
展
。

来
年
の
次
回
展
も
期
待
さ
れ
る
。

公募「日本の絵画」入賞・入選者展について問合
せは永井画廊（http://www.nagai-garou.com/）まで。
現在同ホテルでは１、２、30階にて「髙田保雄のヨ
コハマ」展開催中（～ 7月31日）


